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，議
　
晰

一 政
欄
雄
鞭
酬
料
条
例

稲
築
配
食
サ
ー
ビ

ス
セ

ン
タ
ー
は
、
今
年
度
か
ら

空
き
施
設
と
な
り
、
防
犯

の
た
め
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

ー
の
経
費
等
が
か
か
る
た

め
、
用
途
を
廃
止
し
ま
す
。

廃
止
後
は
、
現
状
で
活

用
で
き
る
事
業
所
等
に
売

却
を
予
定
で
あ
る
と
説
明

が
あ
り
、
出
席
者
全
員
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
（詳

し
く
は
５
ペ
ー
ジ

の
民
生

文
教
委
員
会
を
参
照
）

L

稲築配食サービスセンター

(鴨生地内 )

市
立
保
育
所
条
例
の

一

部
改
正
及
び
財
産
の
無

償
譲
渡

に

つ
い
て
、
ほ

か
関
連
議
案
３
件
が
可

決
市
立
保
育
所
条
例

の

一

部
改
正
に
よ
り
、
平
成
３０

年
４
月
１
日
か
ら
ど
ん
ぐ

り
保
育
所
、
山
野
保
育
所
、

碓
井
保
育
所

の
３
園
が
民

営
化
さ
れ
ま
す
。
ど
ん
ぐ

り
保
育
所
を
社
会
福
祉
法

人
大
橋
福
祉
会
に
、
山
野

保
育
所
を
社
会
福
祉
法
人

恵
智
会
に
、
碓
井
保
育
所

を
社
会
福
祉
法
人
明
見
福

社
会
に
、
平
成
３０
年
４
月

１
日
を
も

っ
て
そ
れ
ぞ
れ

無
償
譲
渡
さ
れ
ま
す
。

民
生
文
教
委
員
会で

の
審
査

審
査
を
付
託
さ
れ
た
委

員
会
で
は
、
保
育
所
に
補

助
金
を
出
し
て
も
保
育
士

へ
の
処
遇
改
善
に
は
、
直

接

つ
な
が
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
の
質
問
に
対
し
、

国
の
公
定
価
格
の
中
で
経

験
年
数
に
応
じ
て
、
加
算

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い

る
。
そ
の
加
算
に
つ
い
て

は
、
改
善
さ
れ
た
か
ど
う

か
の
実
績
報
告
書
を
提
出

し
て
も
ら
い
補
助
対
象
と

な
る
か
判
断
す
る
。
ま
た
、

市

の
処
遇
改
善
に

つ
い
て

も
、
確
実
に
保
育
士
に
行

き
わ
た

っ
た
と

い
う

の
を

確
認
し
て
補
助
対
象
と
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
旨

の

回
答
が
あ

っ
た
。
委
員
会

で
は
、
賛
成
多
数

で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
の
討
論

私
立
保
育
園
に
比

べ
て

公
立
保
育
園

の
ほ
う
が
保

育
士

の
定
着
率

が
高

く
、

同
じ
保
育
士
が
ず

っ
と
我

が
子

の
発
達
を
見
守

っ
て

く
れ

る
と

い
う

こ
と
が
、

親
た
ち
に
と

っ
て
、
安
心

感
を
も
た
ら
す
。
安
心
感

を
も
た
ら
す
直
営
を
維
持

す
る
こ
と
こ
そ
、　
一
番
望

ま
し
い
も
の
で
あ
り
、
市

が
公
的
責
任
を
投
げ
捨
て

て
民
営
化
す
る
こ
と
は
、

絶
対

に
認
め
ら
れ
な

い
。

ま
た
、
義
務
教
育
前
の
就

学
前
教
育
に
あ
た
る
幼
稚

園
、
保
育
園
は
、
損
得
を

度
外
視
し
て
も
公
的
機
関

で
す
べ
き
と
い
う
反
対
討

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

本
会
議
で
は
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

どんぐり保育所

山野保育所

碓丼保育所
議会だより かまし(45号 )
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6月補正予算

総額 55億 558万円

補正なし

後期高齢者医療特別会計

6億2,338万 3千円総額

住宅新築資金会計

4,561万 6T円総額

7億7,683万 1千円
5億6,388万 7千円

395億 2,054万9f円

■ 般 会 計 |

総額

国民健康保険特別会計

総額

|‐ |‐ 01207万 9千円増額
246億 6,883万 4T円

5億4,559万 3千円増額

73億3,641万 8f円

一般会計補正の主なもの

(歳入)

集会所改修事業債 (合併特例債) 3,930万円

一般コミュニティ助成事業助成金  250万円

(歳出 )

集会所維持管理費      4,088万 6千円

準要保護援助費        537万 8千円

かまし活力商品券発行事業費    490万 円

水道事業会計

収益的支出

資本的支出

6会計総額
嘉穂浦田集会所

議会だより かまし(45号 )



定例会中に開催された委員会の

審査や活動を報告します。

(各委員会で付託された議案の審査結果は 6ページ)

総務財疎委員会
田中委 員

配個者からの暴力の防止及び

被害者の保護に関する基本計画を策定

嘉
麻
市

男
女
共

同
参

画

推
進
条
例

の

一
部

を
改

正
す
る
条
例

本
案
は
、
第
２
次
嘉
麻

市
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
計
画
か
ら
嘉
麻
市
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
等
に
関

す
る
基
本
計
画
を
独
立
さ

せ
、
単
独
計
画
と
し
て
策

定
し
た

こ
と
に
伴

い
に
、

条
例
に
所
要
の
改
正
を
行

う
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

執

行
部

よ
り
、
「配
偶

者
暴
力
防
止
基
本
計
画
」

を
独
立
さ
せ
た
こ
と
に
よ

る
所
要
の
改
正
で
す
。

「市

長

は
、
配

偶
者

か

ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者
の
保
護
の
た
め
の
施

策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的

に
実
施
す
る
た
め
、
法
律

の
規
定
に
基
づ
き
、
配
偶

者
の
暴
力
防
止
基
本
計
画

を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
」
と
定

め
、
ま

た
、

「配
偶
者
暴
力
防
止
基
本

計
画
を
策
定
し
、
変
更
し

た

と
き

は
公
表

す

る

こ

と
」
を
定
め
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※
本
会
議
で
は
出
席
者
全

員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
っ
て
な
に
？
・

交
際
相
手
か
ら
の
暴
力

を

「デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と
い

い
ま
す
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
種
類
は
？

気
づ
き
や
す
い
暴
力

①
か
ら
だ
へ
の
暴
力

・
殴
る
―
蹴
る
、
叩
く

②
お
金
の
暴
力

・
お
金
を
返
さ
な
い

気
づ
き
に
く
い
暴
力

①
性
的
暴
力

・
避
妊
に
協
力
し
な
い

②
こ
こ
ろ
へ
の
暴
力

・
無
視
、
脅
す
、
東
縛

悩
ん
で
い
た
ら
、
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
に
恥
ず
か
し

が
ら
ず
に
、
あ
な
た
の
信

頼
の
お
け
る
人
や
相
談
窓

ロ
ヘ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

山倉 委員

中嶋副委員長

中村委 員永水委 員

議会だよりわ`まし(45号) 4



民生文教委員会j
藤副委員長

稲築配食サ…ビスセンター用途廃止

嘉
麻
市
行
政
財
産
使

用

料
条
例

の

一
部

を
改

正

す
る
条
例

本
案
は
、
嘉
麻
市
稲
築

配
食
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
用
途
廃
止
す
る
こ
と
に

伴

い
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。執

行
部
よ
り
、
こ
の
配

食
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

合
併
前
の
平
成
６
年
に
配

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
た
め

に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
、

当
時
か
ら
同

一
の
事
業
者

が
、
稲
築
地
区
の
配
食
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
た

が
、
平
成
２８
年
度
末
で
本

事
業
か
ら
撤
退
し
、
空
き

施
設
と
な

っ
て
い
る
。
ま

た
、
建
物
自
体
、
築
２０
年

以
上
を
経
過
し
て
お
り
、

今
後
の
維
持
管
理
に
も
経

費
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、

用
途
廃
止
し
、
利
用
料
条

例
の

一
部
を
改
正
す
る
旨

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
事
業
者
が

撤
退
し
た
経
緯
を
問
う
質

問
に
対
し
、
合
併
当
初
か

ら
配
食
１
食
に
つ
い
て
の

委
託
料
が
段
階
的
に
さ
が

っ
て
い
っ
た
こ
と
に
加
え
、

事
業
開
始
当
初
に
比
べ
配

食
数
が
減
少
し
、
採
算
が

取
れ
な
く
な

っ
た
こ
と
が

原
因
に
考
え
ら
れ
る
と
の

回
答
が
あ

っ
た
。

ま
た
、
平
成
２９
年
度
か

ら
事
業
を
引
き
継

い
だ
嘉

麻
市
社
会
福
祉
協
議
会
も

同
じ
委
託
料
で
採
算
が
と

れ
る
の
か
と
の
質
問
に
対

し
、
新
し
い
事
業
者
を
選

考
す
る
た
め
、
プ

ロ
ポ
ー

ザ
ル
を
実
施
し
た
が
、
手

を
挙
げ
る
事
業
者
が
お
ら

ず
、
嘉
麻
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
依
頼
す
る
こ
と
と

な

っ
た
。
し
か
し
、
プ

ロ

ポ
ー
ザ
ル
や
決
算
状
況
か

ら
委
託
料
の
見
直
し
が
必

要
と
考
え
、
今
年
度
か
ら

委
託
料
を
増
額
し
て
契
約

し
て
い
る
旨
の
回
答
が
あ

っ
た
。

審
査
の
結
果
、
全
会

一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※
本
会
議
で
は
、
出
席
者

全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

中嶋委員岩永委 員長

新井委員

魏
北冨委員長

鱗 蝙

嘉
麻
市

工
場
立
地

法
地

域
準
則
条
例

本
案
は
、
企
業
が
進
出

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と

し
て
、
緑
地
環
境
の
保
全

上
、
大
き
な
影
響
が
な
い

区
域
に
つ
い
て
、
緑
地
及

び
環
境
施
設
そ
れ
ぞ
れ
の

面
積
の
工
場
敷
地
面
積
に

対
す
る
割
合
を
低
減
す
る

た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。執

行
部
よ
り
、
本
市

の

大
字
区
域
の
う
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
大
字
区
域
の
全
体

面
積
に
お
け
る
森
林
、
保

安
林
、
雑
種
地
の
占
め
る

面
積
が
２５
％
以
上

の
区
域

を
第
４
種
区
域
と
し
て
設

定
し
、
市
内
に
お
い
て
工

場
立
地
法
が
適
用
さ
れ
る

特
定
工
場
の
新
設
又
は
増

設
時
に
お
け
る
面
積
の
率

を
、
緩
和
す
る
も
の
で
あ

る
。ま

た
、
屋
上
緑
化
施
設

な
ど
の
緑
地
面
積
が
生
産

施
設
な
ど
と
重
複
す
る
場

合
は
、
敷
地
面
積
に
緑
地

面
積
率
を
乗
じ
た
数
値
の

２５
％
ま
で
し
か
算
入
で
き

な
い
も
の
を
、

５０
％
ま
で

算
入
で
き
る
よ
う
に
緩
和

す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
第

４
種
区
域
に
限
ら
ず
市
内

全
域
で
適
用
さ
れ
、
企
業

が
進
出
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
行
う
た
め
、
国
の

準
則
に
代
わ
る
準
則
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
指
定
さ
れ

た
区
域
は
自
然
の
多

い
と

こ
ろ
が
主
に
な

っ
て
お
り
、

自
然
を
売
り
に
し
て
い
る

総
合
計
画
と
の
整
合
性
を

問
う
質
問
に
対
し
、
総
合

計
画
の
中
で
第
１
の
課
題

が
人
口
減
少
対
策
で
あ
り
、

そ
の
対
策
が
雇
用
を
確
保

す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え

る
た
め
、
企
業
誘
致
を
優

先
さ
せ
た
い
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
出
席
者

全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

※
本
会
議
で
は
、
出
席
者

全
員
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

企業が進出しやすい環境づくり

産業建設
‐
委員会

上副委員長    廣方委員

経
坂 口委 員

議会だより かまし(45号 )



議案の結果一覧 (6月定例会)

各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

○…出席者全員

△…賛成多数

※…討論あり

議案第40号 男女共同参画推進条例の整備

議案第42号 行政財産使用料条例の整備

〃:解3号 市立保育所条例の整備

〃第45号 社会体育施設条例の整備

〃第47号 財産の無償譲渡について(どんぐり保育所)

″第48号 財産の無償譲渡について(山野保育所)

〃第49号 財産の無償譲渡について (碓井保育所)

議案第38号 工場立地法地域準則条例制定

〃第39号 中小企業振興基本条例制定

〃第41号 嘉麻市(飯田北部)農業水路整備基金条例の廃止

〃第準号大規模太陽光発電設備設置促進条例の廃止

〃第50号 市道路線の変更

議案第37号 専決処分事項の承認 (平成29年度嘉麻市国民健康保険事業特月」会計補正予算(第 1号))

〃第51号 平成29年度嘉麻市一般会計補正予算(第 2号)

〃第52号 平成29年度嘉麻市介護保険事業特別会計補正予算 (第 1号)

議会だよりかまし(45号) 6



産業廃棄物処理施設間

抜本的解
卸
決を求める!

県に意見書

火災現場の視察状況

産業廃棄物処理施設問題の抜本的解決を求める意見書

嘉麻市大隈の産業廃棄物中間処理施設における産業廃棄物の搬入量の超過については、市

を通じ、再三にわたり改善指導の強化を要望してきたが、平成29年 5月 28日 に火災が発生した。

火災は県内各地からの消防支援活動もあり、発生から15日 目でようやく鎮圧されたが、この火

震蹴 』 T愧 磁 3藤曇環≧珈 堪 蛛 之 麓 篇 i∬雖 頭

る複合汚染の危険性が指摘され、市が市内6箇所の水質を独自に調査した結果、最大で環境基

準の4.2倍のダイオキシン類が検出された。また、許可品目以外の廃棄物が混入していた場合、

更なる環境汚染物質の発生が心配される。

このままの状態が続けば、取り返しのつかない環境破壊を招き、後世に重大な影響を及ぼすこ

とになる。

当該処理施設の近隣には、病院や、災害時の避難所に指定されている市立小。中学校も存在

しているため、放置されたままの廃棄物によって周辺環境が汚染されることは、Fll底容認できな

いo                        ll               l■ ■| ‐

よつて、許可権者である福岡県においては、このような事態により、近隣住民の生活t安全及び

生徒の健康な身体育成が脅かされている現状を理解し、行政指導の強化や行政代執行により、

早急な対策を行うこと。また、近隣の産業廃棄物処理施設についても、廃棄物の不正な処理を防

止するため、県の監視指導体制の強化を強く要望する。

６
月
９
日
に
開
会
し
た

定
例
会
は
、
５
月
２８
日
に

発
生
し
た
産
業
廃
棄
物
中

間
処
理
施
設
火
災

の
消
火

活
動
と
火
災
現
場
周
辺
住

民
の
健
康
を
最
優
先
に
職

務
を
遂
行
す
る
、
執
行
部

に
で
き
る
限
り
協
力
す
る

体
制
で
行

い
ま
し
た
。

議
会

は
６
月
１２
日
に
現

地
視
察
を
行

い
ま
し
た
が
、

火
災
現
場
は
消
防
署
や
消

防
団

の
懸
命
な
消
火
活
動

中

で
あ
り
、
近
づ
く
こ
と

が
で
き
ず
、
離
れ
た
場
所

か
ら
視
察
し
ま
し
た
。

火
災

は
、
消
防
署
及
び

消
防
団
並
び

に
県
内

の
各

消
防
本
部
な
ど
の
応
援
に

よ
り
、
６
月
２３
日
に
鎮
火

し
ま
し
た
。

嘉
麻
市
議
会
は
、
産
業

廃
棄
物
処
理
施
設
問
題
の

抜
本
的
解
決
を
求
め
る
意

見
書
を
６
月
議
会
で
可
決

し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成

２９
年

７
月

‐３
日
に
山
倉
議
長
が
福
岡

県
庁
を
訪
問
し
、
意
見
書

を
提
出

し
ま

し
た
。
（下

記
に
意
見
書
全
文
掲
載
）

山
倉
議
長
は
嘉
麻
市

の

環
境
と
住
民
生
活

の
安
全

の
た
め
、
市
内
に
あ
る
産

業
廃
棄
物
処
理
施
設

の
監

視
指
導
体
制

の
強
化
を
強

く
要
望
し
、
担
当
職
員
に

意
見
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

嘉
麻
市
議
会

は
、
地
域

住
民

の
み
な
さ
ま
の
た
め

に
も
、　
一
日
も
早

い
問
題

解
決
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。

議会だより かまし(45号 )



人事案件

教
育
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
引
き
続

き
次
の
方
を
推
薦
す
る
こ

と
に
つ
い
て
出
席
者
全
員

で
同
意
し
ま
し
た
。

佐
竹
　
正
利
　
氏

議＝
子
富
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
副
反
応
被
害

者
に
対
す
る
支
援
及

び
追
跡
調
査
に
関
す

る
請
願
書

被
害
者
と
そ
の
家
族
の

現
状
を
考
慮
し
、
国
の
制

度
が
動
き
出
す
ま
で
の
間
、

医
療
費
及
び
医
療
手
当
等

の
助
成
を
求
め
る
こ
と
。

ま
た
、
他
に
も
こ
の
ワ
ク

チ
ン
の
副
反
応
と
気
付
か

ず
に
苦
し
ん
で
い
る
方
が

い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

嘉
麻
市
の
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
者
全
員
に
対

す
る
健
康
被
害
追
跡
調
査

の
実
施
を
求
め
る
も
の
で

す
。

（継
続
審
査
）

議
胴
鯖
猥
圭
日

嘉
麻
市
建
築
設
計
事
務

所
連
合
会
か
ら

「他
市
町

村
の
建
築
の
設
計
管
理
業

務
は
、
各
市
内
業
者

へ
優

先
的
に
発
注
が
行
わ
れ
て

お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

他
市
町
村
と
同
様
に
市
内

業
者

へ
優
先
的
に
発
注
す

る
こ
と
」
、
「市
の
大
規
模

建
設
設
計
の
工
事
監
理
に

お
い
て
も
、
市
内
業
者
に

よ
る
Ｊ
Ｖ
も
可
能
で
あ
る

こ
と
や
、
市
内
の
建
築
技

術
者
の
技
術
研
鑽
を
図
る

上
で
も
市
内
業
者

へ
発
注

す
る
こ
と
」
、
「経
済
性
や

効
率
性
の
観
点
か
ら
、
建

築
設
計
業
務
の
技
術
者
職

員
を
配
置
し
た
部
署
を
設

置
し
、
建
築
技
術
的
担
当

部

署

を

一
本

化

す

る

こ

と
」
、
「文
化
的
背
景
を
含

む
古
建
築
物
等

の
調
査
、

及

び
、
復

元

修

復

の
実

行

・
利
用
等
に
関
す
る
計

画
の
立
案
に
参
入
委
託
さ

れ
る
こ
と
」
、
「文
化
財
に

つ
い
て
専
門
的
な
見
識
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
人
材

を
担
当
部
署
に
配
置
す
る

こ
と
」
を
要
望
す
る
も
の

で
す
。

（出
席
者
全
員

・
採
択
）
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意見書

教
職
員
定
数
の
改
善

及
び
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
拡
充
に

係
る
意
見
書

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
改
善
の
た
め
に
、
計
画

的
な
職
員
定
数
改
善
を
推

進
す
る
こ
と
な
ど
２
項
目

の
事
項
に
つ
い
て
国
に
要

望
す
る
も
の
で
す
。

（出
席
者
全
員

。
可
決
）

産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
問
題
の
抜
本
的
解

決
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書
の
内
容
は
７
ペ

ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

（出
席
者
全
員

・
可
決
）

中
村
春
夫
議
員
、
宮

原
由
光
議
員
の
２
人
が

在
職
１５
年
以
上
の
永
き

に
わ
た
り
市
議
会
議
員

と
し
て
市
政
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、

全
国
市
議
会
議
長
会
か

ら
表
彰
さ
れ
、
６
月
定

例
会
の
初
日
、
本
会
議

場
に
お
い
て
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

～永年の功労を表彰～

中村 春夫議員 宮原 由光議員
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タブレットで

議
会
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化

と
は全

国
の
多
く
の
市
議
会

で
は
、
ペ
ー
パ
ー

（紙
）

の
資
料
を
使

っ
て
会
議
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

嘉
麻
市
議
会
で
は
、
平

成
２６
年
９
月
か
ら
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
議

案
な
ど
の
資
料
は
電
子
デ

ー
タ
を
開
覧
し
て
会
議
を

行

っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
議
会
で
は
、
ペ

ー
パ
ー
を
１
枚
も
配
布
し

て
い
ま
せ
ん
。

議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

は
全
国
で
も
先
進
的
な
取

り
組
み
で
あ
り
、
全
国
の

市
議
会
か
ら
視
察
に
来
ら

れ
ま
す
。
（次
ぺ
―
ジ
に

視
察
の
受
入
れ
状
況
を
記

載
）

導
入
の
経
緯

平
成
２５
年
の
議
会
運
営

委
員
会
で
、
議
会
改
革
や

行
財
政
改
革
の
取
組
み
を

議
会
主
導
で
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
か
調
査

・
研
究

を
重
ね
、
議
会
の
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
が
実
現
で
き
れ

ば
、
議
会
改
革
は
も
と
よ

り
、
市
の
行
財
政
改
革
に

も

つ
な
が
る
と
し
て
、
当

時
、
議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
を
実
施
し
て
い
た
市
議

会
を
視
察
し
、
導
入
を
決

定
し
ま
し
た
。

活
用
方
法

○
本
会
議
な
ど
で
配
布
さ

れ
る
議
案
や
参
考
資
料

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

受
け
取
り
閲
覧
す
る

○
会
議
の
通
知
、
緊
急
時

の
連
絡
な
ど
を
メ
ー
ル

で
送
受
信
す
る

○
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活

用
し
、
先
進
自
治
体
の

事
例
な
ど
を
閲
覧
す
る

○
会
議
録
、
例
規
集
を
閲

覧
す
る

○
カ
レ
ン
ダ
ー
ア
プ
リ
を

活
用
し
、
議
会
、
委
員

会
な
ど
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
の
共
有
を
図
る

削
減
効
果

平
成
２５
年
度
ま
で
議
会

や
委
員
会
で
１
年
間
に
約

２６
万
枚
も
の
資
料
を
印
刷

や
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
資
料
の

印
刷
な
ど
の
経
費
約
２
４

４
万
円
。
さ
ら
に
、
全
議

員
に
配
布
し
て
い
た
会
議

録
も
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た

た
め
、
そ
の
印
刷
経
費
年

間
約
１
０
０
万
円
の
削
減

効
果
が
あ
が

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
印
刷
や
コ
ピ
ー

し
た
紙
を
製
本
す
る
職
員

の
手
間
や
時
間
を
削
減

（人
件
費
の
削
減
）
、
ペ
ー

パ
ー
資
料
の
保
管
ス
ペ
ー

ス
や
ペ
ー
パ
ー
の
廃
棄
費

用
の
削
減
な
ど
経
費
と
し

て
試
算
で
き
な
い
効
果
も

あ
り
ま
す
。

議会ベーバーレス化

今
後
の
課
題

議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
と
し
て
議
会
発
議
で
始

め
た
事
業
で
す
が
、
現
在

で
は
、
議
員
、
幹
部
職
員
、

議
会
事
務
局
職
員
と
職
員

の

一
部
の
約
１
１
０
名
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
全
職
員
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
貸
与
さ

れ
、
市
役
所
内
が
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
と
な
り
、
行
財
政

改
革
が
進
む
よ
う
議
員
も

率
先
し
て
調
査

・
研
究
を

行

っ
て
い
き
ま
す
。
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埼玉県戸田市議会による視察の様子

全
国
の
市
議
会
な
ど
か
ら
の
視

察
受
け
入
れ
状
況

議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
実
施
し

た
平
成
２６
年
９
月
以
降
、
全
国
各

地

の
多
く
の
自
治
体
か
ら
議
員
や

職
員
が
視
察
に
来
て
い
ま
す
。

視
察
に
来
ら
れ
た
後
、
タ
ブ

レ

ッ
ト
を
導
入
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

議
会
を
開
始
し
た
市
議
会
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
視
察
前
ま
で
は
導

入
に
消
極
的
だ

っ
た
他
市
の
議
員

も
、
視
察
後
に
は

「当
市
議
会
で

も
早
急
に
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
、
全
国

の
議
会
に
広
が

っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

議会ペーバーレス事業 視察受入れ状況 (タブレット導入から平成29年7月まで)

受入日 自治体名等 受入日 自治体名等

平成26年 10月 29日 平成28年 5月 11日 福岡県桂川町

11月 5日 5月 25日 宮崎県小林市

平成27年 1月 28日 福岡県うきは市 7月 27日 福岡県久留米市

4月 22日 沖縄県南城市 7月 28日 大阪府南部市議会議長会

7月 13日 鹿児島県薩摩川内市 7月 29日 鹿児島県志布志市

7月 22日 広島県三次市 8月 2日 広島県府中市

7月 23日 福岡県飯塚市 10月 7日 長崎県雲仙市

8月 4日 新潟県上越市 10月 17日 福岡県田川市

9月 24日 大分県杵築市 10月 28日 埼玉県川国市

10月 2日 福岡県筑前町 11月 8日 福岡県八女市

10月 20日 11月 10日 愛知県海部郡議長会

10月 29日 北海道岩見沢市 11月 16日

11月 5日 長崎県西彼杵郡町議会正副議長会 11月 17日 愛媛県西予市

11月 13日 12月 19日 大分県宇佐市

11月 18日 沖縄県北中城村 12月 20日 福岡県久留米市

平成28年 1月 18日 福岡県行橋市 平成29年 2月 6日 大阪府泉大津市

1月 21日 東京都大田区 2月 7日 高知県土佐市

1月 21日 宮崎県日南市 2月 7日 山口県美祢市

2月  1日 3月 28日 山口県周南市

2月 2日 栃木県小山市 5月 12日

2月 2日 福岡県福智町 5月 18日 広島県福山市

2月 3日 熊本県水俣市 5月 19日 熊本県南関市

2月 9日 滋賀県草津市 5月 25日 福岡県須恵町

2月 10日 7月 4日 埼玉県戸田市

2月 10日 長崎県長与町 7月 12日 大阪府貝塚市

2月 10日 福岡県桂川町 7月 18日 宮城県亘理地方町議会議長会

2月 15日 福岡県筑前町 7月 19日 千葉県木更津市

4月 25日 福岡県飯塚市

鶉晰祓颯mで表示している自治体等は既にタブレット端末を導入しています。

１
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新丼 高雄 議員
健康被害を拡大 しないための対策が必要

・・・・・・・・・・・・・・・。13P

田中 義幸 議員
窓口業務民営化での トラブル対応はどうする

。・・・・・・・・・13P

中村 春夫 議員
県の責任をどう考える

・・・・・・・・・・・・・・・・14P

今回の一般質問は、平成29年5月 28日 に発生しました、産業廃棄物中間処理施設火災という緊急事態

であり、執行部は消火活動を最優先する体制でした。(平成29年6月 23日鎮火)

議会としては、6月定例会で質さなければならない事項のみ一般質問を行うことで協力しました。
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驚‖健康被害を拡大しないための
対策が必要

饉l対策は検討する。県と事業者

にも要望をする

健
康
被
害
対
策
に
つ
い
て

鵞

　
さ
る
５
月
２８
日
、
発

生
し
た
産
廃
場
火
災
事
故

は
い
ま
な
お
、
お
さ
ま

っ

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
火
災
事
故
と
直
接
因

果
関
係

の
あ
る
な
し
は
別

と
し
て
、
市
が
発
表
し
た

体
調
不
良
者
は
、
６
月
１３

日
現
在
、
３
３
２
人
に
の

ぼ

っ
て
い
る
。

今
後
、
健
康
被
害
を
拡

大
し
な
い
た
め
の
対
策
が

必
要
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
を
中
心
に
せ
め
て
こ
の

半
年
間
、
臨
時
的
、
応
急

的
に
健
康
診
断
を
市
が
実

施
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

轟
懇
彗
醤
畢

健
康
被
害
対

策
は
検
討
す
る
。
た
だ

（火
災
事
故
と
そ
の
被
害

の
）
原
因
者
は
、
県
と
事

業
者
だ
。
し
た
が

っ
て
、

県
と
事
業
者
に
対
応
と
要

望
を
す
る
形
に
な
る
と
思

う
。

環
境
汚
染
対
策
に
つ
い
て

●

火
災
事
故
に
よ
る
空

気
汚
染
、
土
壌
汚
染
、
水

質
汚
染
が
健
康
に
及
ぼ
す

も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
調

査
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

水
質
汚
染
で
言
え
ば
、
消

火
作
業
に
よ

っ
て
流
れ
出

た
真

っ
黒
な
水
は
山
田
川

に
流
れ
込
む
地
形
で
あ
り
、

下
流

の
下
山
田
、
稲
築
、

飯
塚
方
面
の
水
田
や
飲
料

水
に
影
響
は
な
い
の
か
。

汚
染
水
は
拡
散
を
防
止
す

る
た
め
、
新
た
に
貯
水
池

を

つ
く
る
か
、
あ
る
い
は
、

ド
ラ
ム
缶
に
貯
留
し
処
理

し
た
後
に
放
流
す
る
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

鶴
曜
纏
餃
洟
醸
一

ダ
イ
オ

キ
シ
ン
は
、
環
境
基
準
を

オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
が
た

だ
ち
に
健
康
被
害
を
与
え

る
も
の
で
は
な
い
。

消
火
作
業
に
よ

っ
て
流
れ

出
た
水
は
、
県
に
流
出
防

止
策
を
求
め
て
い
る
。

大
気
、
土
壌
、
河
川
水
、

地
下
水
の
調
査
結
果
を
検

証
し
た
い
。

牛

現
場
で
の
消
火
作
業

員
に
は
、
休
憩
場
所
を
提

供
す
べ
き
だ
。

熱
舗
醐
慟
醐
麟
覇
０

今
後
、

現
場
の
環
境
整
備
は
十
分

整
え
る
。

火災現場状況 (5月 29日 )流れ出た汚水

爛l窓□業務民営化でのトラブル
対応はどうする

選撃案件を引き継ぎ対応する

産
廃
場
火
災
と
い
う
緊
急

非
常
時
で
あ
り
、
執
行
部

に
配
慮
し
て
、　
一
括
質
問

一
括
回
答
を
願
う
。

質

①
民
間
委
託
の
効
果

額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

②
足
立
区
の
業
務
委
託
は
、

な
ぜ
偽
装
請
負
か
。

③
茅
ケ
崎
市

の
業
務
委
託

は

ど

う

な

っ
た

。

④
請
負
業
者
と
職
員
を
仕

切
れ
る
の
か
。

③
諸
問
題
が
発
生
し
た
時

の
対
応
を
ど
う
す
る
か
。

⑥
熟
練
し
た
フ
ロ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
配
置
が
必
要

で
は
な
い
か
。

⑦
決
裁
権
限
を
持

つ
独
立

行
政
法
人
方
式
に
す
れ
ば
、

市
の
職
員
は
必
要
な
く
最

後
は
市
長
の
み
に
な
る
。

曇
轟
籠
鯉
囲
蜃
儒

①
年
間

２
０
０
万
円
だ
。

②
労
働
局
は
、
受
話
社
員

が
区
職
員
に
判
断
を
仰

い

で
い
た
こ
と
が
、
事
実
上

の
指
揮
命
令
に
あ
た
る
と

判
断
し
た
。

③
茅

ヶ
崎
市
は
、
民
間
委

託

の
政
策
決
定
を
し
て
い

た
が
、
他
団
体

の
偽
装
請

負
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
見
直

し
を
し

て

い
る
。

④
現
状
は
独
立
し
た
ス
ペ

ー
ス
確
保
が
困
難
だ
。
窓

ロ
カ
ウ
ン
タ
ー
の
改
修
と
、

キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
等
を
活
用

し
仕
切
り
を
考
え
て
い
る
。

⑤
ト
ラ
ブ

ル
は
、
受
託
会

社
で
対
応
し
て
も
ら
う
。

市
職
員
の
判
断
が
必
要
な

場
合
は
、
そ
の
案
件
を
引

き
継
ぎ
対
応
す
る
。

⑥
新
庁
舎
で
は
、
フ
ロ
ア

マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
配
置
を

検
討
し
た
い
。

硼
幽
慟
遡
轟

⑦
独
立
行
政

法
人
制
度
に
は
、
予
算
編

成

。
条
例
制
定

。
政
策
企

画
立
案
な
ど
は
対
象
外
で

あ
り
、
そ
う
は
な
ら
な
い
。

庁
舎
建
設
予
定
地
の
坑
内

予
想
と
岩
崎
断
層
の
説
明

経
済
産
業
局
の

「坑
内

実
測
図
」
と

「鉱
区
図
」

に
よ
れ
ば
、
旧
稲
築
高
校

跡
地
下
に
は
坑
道
が
な
い
。

理
由
は
、
岩
崎
断
層
に
よ

り
炭
層
が
ず
れ
落
ち
た
か

ら
と
推
測
す
る
。

結
論
　
庁
舎
建
設
予
定
地

は
、
岩
崎
断
層
上
で
あ
る
。

私
見
　
岩
崎
断
層
は
活
断

層
で
は
な
い
と
の
判
断
だ
。

し
か
し
、　
一
度
は
動

い
て

い
る
。
今
後
全
く
動
か
な

い
の
か
、
は
疑
問
だ
。

岩崎断層
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鑽I県の責任をどう考える

機「 原因者は、指導 。監督責任を

履行しなかつた県と事業者で

ある

一軍

　
５
月
２８
日
に
発
生
し

た
百
々
谷
中
間
処
理
産
廃

場
の
火
災
に
つ
い
て
、
管

理
監
督
権
を
持

っ
て
い
る

福
岡
県
の
責
任
を
ど
う
考

え
る
か
。

家
簡
締
長

，

あ
の
様
な
火

災
と
な

っ
た
原
因
者
は
、

指
導

・
監
督
責
任
を
履
行

し
な
か

っ
た
福
岡
県
と
事

業
者
で
あ
る
。
今
後
は
、

住
民
の
健
康
被
害

・
環
境

被
害
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、

県
に
要
望
、
陳
情
、
要
請

等
を
講
じ
て
い
く
。

熊
ヶ
畑
地
区
の
不
法
投
棄

螺

　
そ
の
後
の
進
展
は
ど

う
な

っ
て
い
る
の
か
。

瓢
盤
搬
硼
魯
謝
働
麟
踊

県
よ

り
、
３
月
１０
日
現
地
６
箇

所
の
溶
出
検
査
結
果
は
、

２
箇
所
で
鉛
が
検
出
さ
れ

た
。
フ
レ
コ
ン
バ
ツ
ク
の

溶
出
検
査
１
箇
所
で
は
カ

ド
ミ
ウ
ム
、
鉛
、
セ
レ
ン

を
検
出
し
た
。
い
ず
れ
も

微
量
で
埋
立
基
準
値
未
満

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
４
月

に
６
箇
所
の
水
質
検
査
を

行
い
、
全
て
環
境
基
準
に

適
合
し
て
い
た
と
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。
今
後
も

引
き
続
き
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
県
に
強
く
要
請
し
て
い

き
た
い
。

個
人
宅
内
に
あ
る
廃
タ
イ

ヤ
は
、
６
月
中
に

一
時
移

動
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

百
々
谷
最
終
処
分
場

攀

　
覆
土
を
踏
ま
え
た
地

元
住
民
と
の
協
議
は
進
ん

で
い
る
の
か
。

轟
響
曇
麟
露
卑

県
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
現
時
点

で

は
協
議
は
進
ん
で
い
な
い

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

熊
ケ
畑
最
終
処
分
場

鐵

４
月
以
降
、
現
挫
エ

ち
入
り
調
査
し
た
の
か
。

盗
欅
菖
麟
極
冊

現
地
に
立

ち
入
り
調
査
等
を
予
定
し

て
い
た
が
、
火
災
発
生

の

た
め
、
ま
だ
実
施
し
て
い

な
い
。

構

何

か
新

た
な
情

報

は

な

い
の
か
。

総
盤
馘
闘
盤
雫

県
よ
り
、

３
月
２‐
日
に
報
告
書
が
届

き
、

２７
年
度

の
搬
入
量
は

１
万
２
９
８
１
ゴ
で
あ

っ

た
。
ま
た
、
日
報
等
は
請

求
中
で
あ
る
た
め
、
届
き

次
第
報
告
す
る
。

火災現場状況 (5月 28日 )

４

月

２６
日

臨
時
会

の
日
程
等
に

つ

い
て

６

月

２

日

３
月
定
例
会

の
日
程
等

に
つ
い
て

６

月

２３
日

定
例
会
最
終
日
の
日
程

等
に
つ
い
て

６

月

２０
日

庁
舎
建
設
に
関
す
る
進

捗
状
況
な
ど

３

月

２３
日

議

会

広

報

編

集

に

つ
い

て

４

月

１２
日

議

会

広

報

編

集

に

つ

い

て

４

月

１７
日

議

会

広

報

編

集

に

つ

い

て

４

月

２０
日

議

会

広

報

編

集

に

つ
い

て

５

月

２２
日

議
会
広
報
編
集
に
つ
い
て
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